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要旨 :ガ ーデニングの普及とともに淡路島のように自然に意まれた地域でも、外国か ら輸入

された園芸種が多用されるようになってきた。真に自然と共生する社会を実現していくために

は、何でもいいから花や緑を植栽すればいいのではなく、その地域に自生する植物の有効利用

を考える視点が重要である。そこで島民へのアンケー トを通 じて、自生植物等の利用に関する

意識を調査したところ、園芸種の多用は、その植物の好き嫌いやコス トの問題ではなく、むし

ろ増殖 しやすいかどうか、が大きな理由であることがわかった。また、自生植物に関する認識

も高く、特に、ユ リ、スイセンの利用に対する意識が高いことがわかった。これらの自生種は

今後園芸利用の対象として有望だが、住民が容易に育成、増殖できるような技術開発が重要で

あることも把握された。
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Abstracti Even in Awaji lsland,whcrc is abundant in nature cxists,peoPlc usc many overscas

spccics in their gardening activities  To prOmotc local developmcnt 、vith a true symblosis with

naturc, it is important to look at using local wild plants rather than bringing in forcign ones,

particularly taking into considcration how such Plants affect the ccological systcm. Thcreforc, wc

rcscarchcd thc residents' awarcncss about using wild Piants and brought horticuitural Plants ill

gardcning through some qucstionarc,Thc rcsults sho、ved that thc plants thcy most oftcn scc and usc

arc gardcning spccies transferrcd from forcign countrics. Thcse includc cascs 、vhCrC thc gardcncr

docs ■ot PartiCularly llkc thc flowcr, but uscs it rathcr for bcing “casy to grow" than for economical

rcasons. But they llsted  lilics and narcissuscs, as wild Plants to incrcasc.  For sprcading wild plants

in thc futurc, it is morc important to dcvelop plant tcch■ology so that a■ybody can casily Plant and

cxpand the usc of such plants thcmselvcs than prcparing a bcttcr physical distribution system or

lowering costs.
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l  は じめに                      れ らの人々に、本 当に守 り育て るべ きそ の地域 の 自然 を

園芸 は、古来 よ り身近 に 自然 とのふれ あいを求める多   見 過 ごさせ、園芸種 の氾濫 、ひいて は地 域 の遺伝子 の攪

くの人 に、それ を実現す る手段 と して親 しまれてきた。   乱 に加担 させ て しまう結果 にもな りかね な い。 自然 と共

最近では、そ こにガ
ーデエ ングとい う用語が導入 され る   生 す る社会 を実現 して い く上 にお いては、た とえ園芸が

よ うにな り、よ り多 くの人たちが植物 を育てる行為に親   ガ ーデエ ング という用語 に取 つて代 わ って も、地域 の自

しむようになってきている。しかし、このガーデニング  然 である地域自生の植物をうまく活用していく視点が重

の定着とともに、自然環境に意まれた農村地域でさえそ  要 である。しかし、この視点は国芸種の圧倒的な流通量

こで利用されている植物は、バンジー、ビオラ、マリー  の 前に、忘れ去られがちである。このような視点は、こ

ゴール ド等に代表されるように原産地の海外から輸入さ  れ からの淡路地域における地域づくりの視点として重要

れ、必要により品種改良等を行って園芸用として流通し  視 されている
いが 、これまでの地域の植物に関する研究

ているもの(以下 「固芸種」と言う。)が多くなってきて   と しては稀少植物の状況に関するものなどが中心であり、

いる。このような状況は、植物とのふれあいは実現でき  自 生植物の園芸利用に関するものはない
り。このため本

ても、逆に 「その地域の自然」とのふれあいはより実現  研 究は、現在園芸に取 り組む人々が、地域に自生する植

されにくくなり、 「その地域に本来ある自然」を見失わ  物 等の利用についてどのような意識を持っているのかを

せる可能性をはらんでいる。これは、せっかく自然との  調 べ、そのような自生植物の活用を進めていく上での基

ふれあいに関心を持つ人が多くなってきているのに、そ  礎 的資料を得ることを目的とする。
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